































































私 が この 大学 に着 任 して 以 来 す で に4年 「1に入 っ た 。
は じめの 約2年 間は 講 義 ・実 習 の準 備 に没頭 し、 研究 ま
では仲 々 手が 回 ら なか っ た が、 教室 員 各位 の 必死 の 努 力
によ って 昨 年頃 か らぼ ち ぼ ち よい研 究 成 果 が 得 られ る よ
うに な った 。 しか し、 こ こ に到 る まで には 当 然の こ とな
が ら 多くの困 難 な問 題 を乗 りこ えな け れば ならなかった。
私 ども は形態 学 的 方 法 を叩 いて研 究 を行 なってい るが、ど
の 分 野 にお い て も、研 究 と い うもの は研究 者 の思 惑 通 り
にな らない の が常 の よ うで あ る。 した が って 、研究 を進
め て い く過程 で 種 々の障 害 に直 面 した場 合 に 、 これ を克
服 す る に足 る強 固 な意志 力 が研究 者 には 必 要に な る。 私
は 元 来 きわ め て しっ こい性 格 を持 ち、 少 々の こ とで は あ
き らめ ない 。 しか し、 い か に執着 心 が旺 盛 で あ っ て も 、
長 期 間 にわ た って よ い 成績 が得 られ ない と きは、 しば し
ば 自信 を失 い そ うに な り気 が滅 入 って くる。 この よ うな
と きは常 に 自分 に暗示 を か け る こ とに して い る。 す な わ
ち、 「貴 様 は この 世の 中で 誰 よ り も有能 な 人 間で あ り 、
死 に もの ぐる いで 事 に 当 た れ ば 自ず と道 は 開 け る の だ 」
と 自分 に言 い 聞 かせ るので あ る。'」 は 自分 が この よ う
に 有能 な人 間で あ る と夢 に も思 った こ とは な いの で あ る
が 、 ウ ソで も いい か らそ う信 じ込 む ので あ る。 す る と 多
くの 場 合 道 は ち ゃん と開 けて く る。読 売 ジ ャイ ア ンツの
E貞 治選 手は、 自分 は 必ず 打 て るの だ とい う自己 暗示 の
もと に打 ち込 み の練 習 をつ づ け、つ い には スラ ンプ か ら
脱 出す る とい うが 、 私 の研 究 克服 法 と類似 してい て 興味
深 い。 私 は旭 川 に 来て か ら、 この よ うな 自己暗 示 婆 を何
回 と な く試 み その 成 果は 実証 ず み で あ る。 今後 も この 方
法 を 大い に 活用 して い きた い と 考 えて い る。
研 究 を遂 行す る場 合 、研 究 者は きわめ て 長 期 間に わた
って あ るテ ーマ につ い て思 考を持続 させ なけ れ ば な らな
い。 その 意味 にお い て も執 着 心 は 必 要で あ る。 し か し、
私の よ うな 立場 の 人間 は1年 間毎 日々 々研究 に関 す るこ
と を考 え るわ け には い か な い。 そ の 間 には 講義 もある し、
また しば しば 会議 に出席 しな けれ ば な ら ない 。 私は 会 議
の 席 で はあ ま り 多くは 発 言 しない が 、 それ で も会 議 中 は
私の 脳 は議 題で 占 有 され て い る。 した が って 、会 議 が終
る頃 に は私 の頭 は 「会 議頭 」 に な って しま って い るので
終 ∫後直 ちに研 究 をは じめ る わ けに は い か ないので ある。
その 結 果、 しば ら くは研 究 が中 断 され る こ とに な る。 こ
れは 非 常 に困 る。 その 対 策 と して 考 えられ るこ とは 、「会
議頭 」 か ら 「研 究 頭 」へ の 切 り換 え をで き るだ け早 急 に
行 なう練 習 をす るこ とで あろ 帆、これ は 今後 の 課題で ある,、
人 間が 活 発 に研 究 活 動 をつ づ け るこ と がで きる時 間は
有限で あ り、 私に はせ いぜ い あ と20年 しか残 っていない、,
そ の限 られた 時 間 内 に よ り 多 くの よ い研 究 をな しと げ る
た め には 、 与 え られた 時 間 を 最 大限 に 利用 す る しかない、
u*々 、 自分 が 「孫 悟 空 」 の よ うに なれ な い もの かと思 う
こと があ る。 髪 の 毛 を1本 つ つ 抜 い てrの ひ ら に の せ 、
ふ っ と一一吹 き して 別の 自分 を 大勢 つ く り、「貴様 に・は電f一
顕微 鏡写 真の撮 影 を一.・切 まかせ るか ら しっか りやれ」 な
どと命 令 で き ない もの か と 考え る,,ま っ た くた あいの な
い 話で あ るが、 しか し、 ア メ リカで は似 たよ うなこ と が
実際 に行 なわれてい る,,す なわ ち、考 え るの は研 究 者 で あ
るが 、 多数の 研究 助 手 が別 の 自分 の 役 目を して いる,,し
た が って 、 ア メ リカの 研 究 者 に 対等 な戦 い を挑 むた め に
は 、 私 ど もは研 究 の 賦 よ り質で 対抗 す る しか な い とも い
える が、 量 が あ って こ そ質 も 向Lす る とい う面 もあ る 二
とを 考 え ると困 惑 せ ざる をえ な い.い か に して 田:界の 研
究 者 た ち に遅 れ を と らず に研 究 を 発展 させ うるかは 、 今
後 も大 い に 考乗て い か な けれ ば な ら ない 問題 で あ る 、
私 は松 果体 の研 究 を して い るの で、 で きれば ・生の う
ち にこの 器 官 の 機能 を明 らか に したい とい う遠 大 な夢 を
持 って い る。 しか し、 この夢 は 大 きす ぎて と うて いか な
えら れ そ うもな い。 人間 の 力は 、 自然 の 大 き さか らみ れ
ば、 そ れ こそ 海 岸 に延 々と拡 が る無 数 の砂 利 の 中の1粒
に も[IC敵 しな い こ とはi・分理 解 してい るっ も りで あ る、
私 どもの 教 室でUTtら れ た 成績 が組 織'落の教 科uの 中 にた
った1行 で も掲 載 きれ た な らば 本望 とい.)べ きか も知 れ
ない∩ しか し、結 果 は ど うあ ろ う とr、[り』能 な か ぎ り努
力を重 ね るな らば 、研'究生活 を終 えよ うとす ると.き後悔
す る こ とは な いで あろ う、,今・日の時 間 を 大CI」に して、 今・
後 も研 究 活 動 をつ づ け て い きた い とpえ 有 、
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い よ い よ旭 川 医 大 で も臨 床 実 習 が始 ま る。 新 しい大学、
新 しい教 育 方法 のFに 如何 なる 立派 な医 師 が育っ か、 教
え る方 も教 え られ る方 も胸 が ふ くらむ処 で ある。 何 事 も
初 め が肝 腎 。医 学 の根 本理 念 に 立 って 、患 者 への 思 い や
り、科 学li勺でiF.し い観 察 力、 深 い洞 察 力の酒 養 、広 範 な
医 学 知識 の応 用能 力な ど し っか り身 につ けて ほ しい。
われ われ の携 わ る保健 医 療 業 務 にはr三つ の 分野があ る。
第.・は 「疾 病 の 治療 」 第二 は 「予防 」 そ して 第 三 は 「医
学H勺 リハ ビ リテー シ ョ ン」 で あ る。 今 目、科 学技 術 と し
て の 医学 水準 の 向 ヒは 目 ざ ま しい もの が あ る。殊 に感染
症 は30年 前 の 数 卜分 の 一に減 少 し、 罹 患 して も よ く治 る
よ うに な った。 しか しこ ・で 安 心 して よ いで あ ろ うか 。
Kさ ん(45才)は 鳶 職 と して25年 余 り高層 建 築現 場 で働
き、 今で も梁 のLで は若 い もの に負 けな い技術 で 会 社 か
らも信頼 され 、3人 の子 の よ きパパ で も あ った。2年 前、
鼠 践 部 か ら大腿 内 側 部 に か けて痛 み が始 ま り、地 トで の
仕 事 も出 来 な く なっ た。鍼 灸 や病 院 を転 々 と してみ た が
わ か らず 、 半年 後 大 学へ 来 た時 に は歩 行 は 不能で 、 かな
り破 壌 の 進 ん だ股 関 節結 核 で あ った 。 患者 は 同時 に糖 尿
病 も発 見 され陰欝 な 表情 で あ っ た。 化 学療 法 、 食餌療 法
の 下 に病 榮廓 清術 、股 関 節 固 定術 を行 い経 過 順 調、5か
月後 に はほ ・"癒合 し、立 って 数歩 は歩 け る よ うに な り表
情 も明 る くな った,、 しか し、 ま だ膝 に拘縮 があ り うま く
歩 けな いた め 、 リハ ビ リテ ー シ ョン部 門 に転棟 した。
1月 程 した頃Kさ ん は まだ痛 い と言 って あ ま り練 習 をせ
ず 、 夜 もあ まり眠 れ ぬ との こ とで あ った。 しか し幾 ら詳
しくみて も股 関節 は よ く治 って い る。 そ こで 精神 科 の 同
僚 にたの ん で ア プロ ーチ して も らった とこ ろ職場 復 帰 が
{,来な い こ とが最 大 の原 因 の よ うで あ っ た。 こ ・で}三治
医 は 会社 の 労務 係 を呼 び よ く説 明 した 処納 得 し新 しい職
業 訓練 を した後 、 同 じ会 社 に帰 る こ とを約 束 された 。患
者 は み るみ る意 欲 を と り戻 し、2か 月後 には 職業 訓練 所
に入所 、そ の後4か 月で復 職 した 。
さて この場 合結核 を 治 し、股 関節 が癒 合 して 立 て るよ
うにな る まで が第 ・分 野 の医 学で あ り、 膝 関 節の 拘縮 を
と り、短 期 間 に階段 が 昇降 出 来 る段 階 まで 能率 的 に指 導
し訓練 した り、精 神 的意 欲 を 回復 し、糖 尿病 を含 め た生
活 指導 をす るの が医 学 的 リハ ビ リテ ー シ ョン即 ち第 二の
医 学で あ る。Kさ ん が も し数歩 しか 歩 け ない段 階 で 自宅
に帰 り、あ とは薬物 投 与だ け と言 うこ と に なっ た とす る と
ど うな ったで あろ うか。膝 の拘 縮 は残 り、精 神 的 不 安 は
増 々充 じ、 駅 の 階段 も うま く昇 れず 、社 会復 帰 、即 ち眞
の 治癒 は お くれ精 神的 苦悩 、経 済 的 負 担 は き わめて 大 き
く、 しか も好 ま しい条 件 で は な か った と思 われ る。
この 第 一モの医 学 一 三 番 目に大 事 と言 う意 味 で は な く 、
第三番 目 に開拓 さ れ始 め た医 学 分 野 と言 う意味 で あ る一
リハ ビ リテ ー シ ョンは 患 者個 人の 幸福 の ため の み な らず
社 会 的経 済 的 要請 か ら も生 れ た もの で あ る。身 体 部 分 の
「病 気」は治 って も社 会 に復 帰 出 来 な け れ ば本 当 に 治 った
とは 言 え ない 。身 体 障 害 者 が増 加 す れ ば国 家 と して 生 産
活 動 が お ち るば か りで な く、生 活補 償 の ため 多額 の 予算
を用 意 しなけ れ ば な ら ない こ と にな る。 有名 な例 を引 こ
う。1952年 国連 のWHO技 術 援 助 に よ って 南 米 グ7テ マ
ラ に厚 生 省 の リハ ビ リセ ンタ ー が幾っ か創 設 された 。 そ
の 結 果、 労 災患 者 の 平 均 治療 日数 は1952年 の203日 か ら
1955年 には37日 に短 縮 せ しめた 。 また同 時 にCashben-
ifit(補 償 金)を うけず に完 全 労 働 能 力 を回復 した 患 者
の 率 は1952年 の43%か ら1954年72%に 増 加 した。 労働 能
力 の 完 全 喪 失 の た め 一 時 金 と年金 を うけ た もの の数 は
1952年8.3%か ら1954年3.0%へ と減 少 した。
医 学 は雑 学 と も言 え る。 殊 に リハ ビ リは そ うで あ る。
f[∫が 役 に 立 つ か わ か ら な い しvarietyに 富 ん だ 知 識 、
思 い が け ない 知識 が 必 要 と され る。 図 工 、 音楽 、体育 、
その 他小 中 学 校 、高 校 の大 半 で 習 っ た もの で 役 に 、bて
い ない もの は な い。こ れ らは こ とにOccupationaltherapy
に応 用 さ れて い る。
般 教 養 で は 、 どの 治療 法 を選 ぼ うか と言 うとき、患者
さん の年 令 、性 、 社 会 的環 境 と共 に 両者 の 人 生哲 学 、宗
教 観 が判 断 の基 準 とな り、医 師 には 高 い教養 と 人格 が 要
求 され る。 こ ん な と き患 者 さん の 幸福 を 考 え、 ゴー ル を
ど う選 ぶ か は大 きな キ ー ポ イ ン トで あ る。 高 度の 社 会 的
治癒 をめ ざ し、 残 され た身 体 的 精 神 的機 能 を最大 限 に啓
発 し高め よ うとす る リハ ビ リ 「学」 が独 立 して専 門 的 に
研 究 さ れ始 め たの は確 か に新 しい が 、既 に確 固 た る地 歩
を築 いて い る。 診療 記録 にはPOS、 教 育 に はGIOSBOs
systemを と り入 れ た 新進 気 鋭 の旭 川医 大か らは 、この 第
三 の医 学 をと り入 れ た優 秀 で 人 間的 な医 師 が育 っ こ と を
祈 って や ま ない 。
(整 形 外 科 学 講座 教授 〉
諏 脚 望
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新入生合 同 グル ープ研 修
第1学 年 学生 の 親睦 を深 め、 グル ー プ構 成 員相 互 の懇
親 をは か る新入 生 合 同 グ ル ご プ研 修 は、 去 る4月29日(
金)、30日(土)及 び5月7日(土)、8口(日)の2同 、組 別
に、層 雲峡 簡 易保 険 保養 セ ン ター で行 われ ま した 。
4月29日(金)、12時20分 に学 長 、下 田副 学長 は じめA
組 学 生41名 、 グ ルー プ担 任5名 は バ ス に乗 車 し、残 雪 の
光 る上 川 の 山野 を眺望 しな が ら一路 目的 地へ向い ました。
経 費節 約 の ため(?)み め麗 しい ガ イ ド嬢 な らぬ学 生 課職
員 か ら歌 集 や大雪 山系 の 自然 につ いて の 資 料の 説 明 を受
け 、隣 人 紹介 の た め の相 互"取 材"が 行 わ れ、 車 中賑 か
にバ スは進 み ます 。








保 養 セ ン ター に到 着 した一 行は宿 泊 室 に荷物 を入 れ、
す ぐ大 広 間 に集合 。 早速 円 陣 を組 ん で隣 人紹介 が始 ま り
ま した。 出 身 高校 、趣 昧 、 性 癖 等 のユ ー モ ア溢 れ る紹 介
に笑 声 が絶 えず 、 又、 自 己評 価 と隣 人の 評 価 との 落差 に
頭 を掻 くペ ア もあ り和 や か な うち に紹 介 を終 え ま した。
そ れ ぞれ 参 加者 の顔 と 名前 が 致 した とこ ろで 、 学長 か
ら今 同の企 画 の 目的 が 話 され 、特 に 「懇談 の 内 容 を豊 か
にす るの は参 加者 自身 なの で 、創 造性 に溢 れ、 友情 を深
め る こ との で きる場 を作 り ヒげて 欲 しい」 旨、挨 拶 があ
り、 グルー プ毎 の懇 談 に移 りま した 。
懇 談 では 予 め プ ロ グ ラム に掲 載 され て いた 「なぜ 医 大
を選 ん だか」 「医 大 生 活へ の 期 待」 「望 ま しい医 師像 」
の3テ ーマ を参 考 に して各 グ ルー プ で 話題 を選 定 し、熱
心 に話 し合 い が行 わ れ ま した 。
吃.
各 グ ルー プの 意 見 発 表後 、 自由時 間 をは さん で 夕食 。
た ち ま ちお櫃 は空 に な りま した が 、 米飯 の お代 り自由 と
あ って 各 自十 分 に腹 ご し らえ を して、 準備 万端 を整 え懇
親 会 に臨 み ます 。懇 親 会 は、 手拍 ヂや流 行 の ポ デ イア ク
シ ョン も飛 び 出 し盛 会 の うち に終f、 グルー フ毎 の懇 親
に移 り ま した 。昼 闇 の懇 談 を続 行 し未 明 まで語 り明 かす
グル ー ブ 、 トラ ンア に興 ず る グルー プ、映 画 「大雪 山」
を観 賞す る グル ー プ等 々。
翌30口 は風 も な く穏 や かに 明 け、 懸崖 のLか ら顔 を覗
かせ た朝 日を迎 い で ラ ジ オ体 操 。 朝 食 の後 、層 雲 峡 見学
の 準備 を終 え ま した が、 この頃 か ら天 候 が急変 し、み ぞ
れ混 じりの春 の 嵐 と な り ま した。 しか し.一同 は元 気 に宿
舎 を 発 ちバ ス に乗 車、 落 ドす る流 水 が 中途 か ら凍 てつ い
て い る流 星 の滝 、銀 河 の滝 を背 景 に 記念撮 影 を済 ま せ 、
峻 険 な柱 状 節 理 の間 を縫 って 小函 、大函 へ,,
夏 季 に は旅 行者 で 賑 わ う大 函 も1メ ー トル 余の残雪 に
覆 われ て い ま したが 、一一行の 到 着 を野 性 の狐 が 出 迎 え、
ス ナ ップ に収 ま る 一幕 も あ り ま した。
こ こか らバ ス は帰 路 につ き ま した。 車中 、一ド田 副学 長 か
ら総括 を兼 ね た挨 拶 が あ り予定 どお り11時25分 に 大学 に
到 着 、初 の研 修 を終 了 しま した。
天候 に恵 ま れた とは言 えず 、 又 、初 め ての研 修 旅 行で
あ った ため 教職 員 にも 不慣 れ な 点 もあ りま した が 、ア ン
ケー トに も見 られ ると お り、 つ 屋根 の ドで 参 加者相 互
の 交流 を深 め る とい う当初 の[的 は 十分 果た された よ う
で す。
('二≧〆量三言果)
一 。¢ 。 。 。 。く 、。翁 繊
合同グループ研修アンケー ト
新入 生 合 同 グ ルー プ研 修 会 参加 者 を対 象 と した ア ンケ
ー ト調 査 結 果 は次 の と お りで す。 なお貴 重 な意 見 も 多 多
頂 きま した 。 これ らは今 後 の 参考 と させ て 頂 きます 。
(学 生課)
設 問

















第3回 医 大祭 が、
「偉 大 な る実験 一 失
われた個 性 を求めて」
をテ ーマ に去 る6月
16日(木)か ら6月19
日(日)ま で 開催 され
ま した。 医 大祭 の 開
催 に あた り盛 り上 が
りを はか るた めプ レ
医大 祭 と して6月ll日(土)に は 、 ヤマ ハ 旭 川セ ン ターで
か ね尺 ・鯨 尺で 話 題 を まい て い る 、永 六 輔 氏 の 公 演 が
行 われ 、会場 に入 り きれ ない程 の 入場 者 を集 め ま した。
また、6月13日(月)に は 、 道北 経 済 セ ンター で華 や か に
ダン スパ ー テ イが 開 かれ 、 学内 外 に広 く医 大 祭 の 開催 を
ア ピー ル しま した。 大 学 祭初 日の6月16日(木)中,央 公 民
嘱 縣 鱒 籔
館 にはハ チ マキ にハ ッピ姿 の み こ しの担 ぎ手 達が集合 し、
力水 を酌 み 交 して元 気 い っ ぱ い に4条 通 一 昭和 通 一 常磐
公園 を練 り歩 きま した 。 午後4時 には、 常磐 公園 で待 機
して いた蛇 踊 り、禁 煙 、 水産 資 源 等 の 、各 クラ スで趣 向
を こら した張 りFが 繰 り出 し、 道 行 く市 民 の 目 を楽 しま
せ て い ま した。 前夜 祭 は 午後6時 か ら常磐 公園で行 われ、
1年 ぶ りの樽 酒 に 老(?)若 男 女はr.嫌 。6月17日(金)は 、
模 擬 店準 備 と並 行 して 「忍ぶ 川」 「市 民 ケー ン」 の 上 映、
演 劇 ・合 唱 等の 発 表会 、 学 生会 の 企 画 した 討論 会 が行 わ
れ ま した。6月18日(土)、6月19日(日)の 両 日は一般 公
開 日 にあて られ 心理 展 、政 治討 論会 そ して10数 店 の模 擬
店、 古 本市 も開 店 し ま した。 特 に 「肝 臓 」「糖 尿 病 」「胃潰
瘍 ・胃癌」 の医 学 展示 は 、医 大 祭 の 中心 的企 画 と して 人
気 を集 め、 入場 者 は ス ラ イ ド、顕微 鏡 、模 型 、標 本 によ
って繰 りひ ろげ られ る説 明 に 見入 って い ま した。
新入 生の 精 力的 な活 躍 が一 際 目立 った第3回 医 大 祭は、
両 日で4,500人 の市 民の 観 覧 を得 て 大 き な盛 り上 が りを
見せ 、後 夜 祭 の フ ア イヤ ー ス トー ム をも って 成功 裡 にそ





















体 育 大 会
7月9日 ～7月1旧
第24回 北海道地 区大学体育大会 は、北海道教育大学 が
当番校 とな り、去る7月9日(土)か ら7月11日(月)
(一部種目は雨天のため翌12日 に順延)に かけて、旭川
市、岩見沢市両会場で開催 されま した。本学 からは118
名が参加 し、11種 目に覇 を競 い合 いました。
本大会は、サ ッカー部門での善戦、準硬式野球部門で
の4位 進出などの躍進 が目立つ一方、前年度優勝のバ レ
ーボール部門で室蘭工業大学に不覚の1敗 を喫するなど、
波乱 に富んだものにな りました。




準硬 式野球1回 戦 旭医大10-0東 日大
2回 戦 旭医大2-0駒 沢大
3回 戦(準 決勝)道 自短5-0旭 医大
バスケッ トボール(予 選 リーグ)樽 商大70-67旭 医大
専修短91-59旭 医大
バ ドミン トン1回 戦 北工大4-1旭 医大
柔 道1回 戦 不戦勝2回 戦 道都短4-i旭 医大
剣 道(催 ・一グ)岩 教大翫 細 医大
室工大&一 餅 医大














闘志 を燃 や した7日 間
阿武 隈 川 が流 れ る福 島盆 地 、 日中35℃ 夜28℃ と い う猛
暑の 中 、7月31FI東 医体 福 島 大 会 の幕 が切 っ て落 され た。
我 大学 か らは 、準 硬 式野 球 、 バ ス ケ ッ ト、 バ レーボ ー ル
な ど12種 目 に参加 し熱 戦 、善 戦 、?敗 を く りひ ろ げた 。
歪「亨
G
と くに、 準硬 式 野球 部 は、 素晴 ら しい プ レー を見 せ て
くれ た。1回 戦 日大 を8X対1、2回 戦筑 波 大 を2対1、
準 々決 勝 山形 大 を5対1で 破 る快 進撃 をみ せ 、ベ ス ト4
へ躍 りで た 。8月3日 快 晴 、準 決 勝 の相 手 は強 豪 新潟 大
学 。監 督 は じめ 選 手 は闘 志満 々一 プ レイボ ー ル!。 早 く
も1回 裏1死 満 塁 のチ ャ ンス 、5番 主将 表 君 が全 ナ イ ン
の期 待 に応 え、 ライ ト越 え3塁 打 、3点 先取 、 よ しい い
そ!応 援 も気 合 が は い る。4回5回 相 手 に点 を取 られ逆
転 され た がす ぐ1点 を返 し4対4の 同 点 。 い よ いよ回 も
つ ま って8回 裏 、3安 打 で待 望 の1点 。 っ い に リー ド5
対4、 興 奮す る我 軍 ベ ンチ。 勝 利 の女 神 は 我ナ イ ンに と
思 った。 しか し、9回 表必 死 の 新潟 、 堅 くな った我 チ ー
欝 ∫℃ 、
ムの エ ラ ー を誘 い、 安打 を集 中 し一 挙 に7点 。11対5で
ゲー ム セ ッ ト。狂 喜 す る新 潟 ナ イ ンとベ ンチ。 対照 的 に
肩 を落 し、 あ るい は、 呆然 とす る我 ベ ンチ 。来 年 は この
悔 しさを うち破 っ て ほ しい と願 わず に はい られ ない。
この 他 、圧倒 的 声援 を うけ る地 元福 島 医 大 を、延 長 タ
イ ム ア ップ寸 前76対75で 振 り切 り、 ベ ンチ を熱 くさせ た
バ ス ケ ッ トボ ール の面 々、終 了間 際 同点 に されPK戦 の
末惜 しく も敗 れ、涙 に くれ た サ ッ カー の イ レブ ンた ちの
清 々 しい印 象 も忘 れ な い。
「勝 つ 楽 しさ敗 け る悔 しさ」。基 礎 体 力 、技 術 の 向E
と と もに 「ピ ンチ に なっ た時 の冷 静 さ」 を課 題 と して心
と技 を磨 き、 今年 を土 回 る活 躍 を各 ク ラブ に期待 す る。
速 報 入 る。 バ レー ボ ール部 初 優勝 〃
(学 生 課)
鎌灘 懸 騨懸墜麟紹繋獺 鑛
■細菌学講座■ 水 野 文 雄
lli教室 は 、研究 テ ーマ ・実 験 内容 か ら観 て 、「細 菌 学」
と い うよ り、「ウ イル ス学」 教 室 と呼 ぶ方 がふ さわ しい。
以 ドに、 その概略 とス タ ッフ を紹 介 した い。
研 究 テー マ は、① ウ イル ス増 殖機 構 と イ ン ター フエ ロ
ン、②Epstein-Barr(EB)ウ ィル ス に よ る細胞 が ん化
機構 、 の2つ に 大 き く分 け る事 がで きる。
① の テ ーマ は、 東教 授 を中心 に実験 が進 め られて いる。
ウ イル ス性 疾患 の 治療 と防 御 と い う大 目標 を見 す えつつ、
現 在 は特 に イ ンター フエ ロ ンに取 り組 み 、 その 産生 と生
体 防御 機構 を追 究 中 で あ る。吉 田 助 手 は 、培 養細 胞 を使
って 、 イ ンター フエ ロ ン誘 発 の初 期 過程 を 、又 、 末 永助
Pは 、マ ウ スを使 って 、 ウ イル ス感 染症 に対 す る イ ンタ
ー フエ ロ ンの 防御 作 用 を調 べ て い る。
② のテ ーマ は 、水 野 が実験 を進 め て い る。EBウ イ ル
スに よ る ヒ トリ ンパ 球 の試験 管内 がん 化 の機 序 を探 る と
共 に、生化 学 的 ∫・法 を用 いて 、 が ん細胞 染色 体 に存 在す
る ウイ ル スゲ ノム を検 索 し、 リ ンパ 腫 発 生 とその 防 御機
構 を追 究 してい る,
近 年、 イ ンター フエ ロ ンが抗腫 瘍 作 用 を持 つ とい う報
告 が集積 されて お り、① と② の流 れ の接 点 も注 目 した い
と ころで あ る。
これ らの 実験 ・研 究 の 支え役 と して、 西塚 技 官 が頑張
・ノて い る、,実験 器 具の 洗浄 、事 務 関係 、秘 苫役 と、 何 人
分 もの仕`ド を明 るい笑顔 で こ な して い る。
その他 に、動物 実 験施 設 の中 谷 氏 らが、 犬 血清 中 の ブ
ルセ ラ菌抗体 価測 定 を始 め とす る疫 学的 研 究 の た め に来
室 し、教 室 ス タ ッフ ら と共 に、 遅 くまで 実験 室 に こ も る
日もあ る。
動 物 あ るい は培 養細胞 を扱 う実験 の性 格L、 夜 中 まで
実験 が続 く事 も 多 く、当 教室 は不 夜城 の感 があ る。 時 に
alcoholで 英気 を養 い、 来室 す る学 生 諸君 と議論 し、 研
究室 で 夜明 けを迎 える 事 も稀 で は ない。 教 授 自 ら千 歳 鶴
を持 って夜 更 に出 現 す る事 も しば しば で あ る。 ス タッ フ
全 員、 まだ若 さを失 って は い な い。






本 学 談話 会 が 次 の とお り開催 され ま した。
昭 和52年 度 談 話 会幹 事
石 井 兼 央
黒 島 農 汎
第30回5月18日(水)司 会 久 保 良彦(外 科 学 第 ・講 座)
11/「北 海道 に お ける ア ルコ ー ルの 疫学 」
助 教授(衛 生学 講 座)本 間 寛
〔2}「十 二 指腸 潰 瘍患 者 に対 す るParietalCell
Vagotomyの 現 況 」
助 教授(附 属病 院 手術部)斉 藤 孝 成
第31回7月6[」(水)司 会 斉藤 孝 成(附 属 病院 手術 部)
ほ)「 び まん性 肺 疾 患 に お け る気道 病 変 」
教 授(附 属 病 院検 査 部)牧 野 幹 男
(2)「時 間 ・線量 関係 」-TCD50と 時 間 ・線 量 関係 一
助 教 授(放 射 線 医学 講 座)菊 池 雄 三
なお 、 本 年度 は 、上 記 第30回 、 第31回 の ほ か 、 下記 の
とお り談 話 会の 開催 を 狩定 して お り ますの で 、教職 員 、
学生 諸 君 が 多数 御 来聴 くだ さる よ う御 案 内 します 。
昭和52年 度 談話 会 実 施 予定 表
回数 開催月01曜 卜仁1 演 者 司 会 捲
3z 91121111.ノIG 海野徳. :耳一江端範名 .、麻1 牧野幹1君
33 10目19目 1 原田占雄 1整 脚[定 庭 1外.1 海 野 徳 一』
3A 111116fI1〃. 酒炸忠 1目艮) 水ノ酸 裕 波,1 関口定美
35 2111511 ウ1L 建部高明 1内1 ヒrl勇次郎哩 〕酬 二忠
開催時 間 午後31i芋から3時 間程度




昭 和52年 度 入学 試験 が 、去 る3目23・24LIの 両 日 にわ
た り、 本学 と旭 川東 高 等 学 校 を試験 場 と して 実施 され ま
した。 人試 結 果 は志 願 者 数2,685、 受 験 者 数1,733、 合格 者
数104、 入学 者 数101(女f12)、 現 役 脊格 者 数40、 競争 率
16。7倍 で した。(学 生 課)
争 昭和52年度入学式 車
昭和52年 度 入学 式 は 、新 入 生 、 父 兄、 教 職 員250名 が
出 席 し、4月15日(金)午 前10fl,rか ら体 育館 で 挙 行 され ま
した 。開 会の 辞 、人学 許 可に続 き、入 学 生代 表 が 希望 に満
ちた 宣誓 を行 い 、学 長 か ら 「本 学 の 良 き伝 統 を形 成 し、
国 民 の 信頼 に応 え得 る医 師 、医 学研 究 者 と な るよ う」 に
式辞 が述 べ られ て、 厳 粛 に 新 入生101名 の入 学が祝 われ ま
した。(学 生 課)
7









希望 に燃 えて本学 に入学、熱心に勉 学す る傍 ら














す るなど活発に活動 していま した。
村上君 は7月22日 から1週 間の予定で国立療
養所 奄美和光園の病院研修 に参加 していま した
が、遊泳中 に窒息死 したものです。村.」二君の御









■ レニ ン グ ラー ド第 一 医科 大 学 に お ける留 年 ■
▲ モ ス ク ワ滞 在 中 に レニ ン グ ラー ドとキエ フ を訪 れ る機
会 を得 た。 レニ ン グ ラー ドで は パ ブロ フ研究 所 、 比較 生
理 学研 究 所 な ど ソ連 の代 表的 研 究 所 を訪 問 した が、 も っ
と も印象 に残 った の は レニ ング ラー ド第 一医 科 大 学 を訪
れた と きの こ とで あ った 。
▲ まず 学 生の 定 員 で あ るが 、 ・学 年 約300名 で あ りその
数 は地域 社会 の 医療 を充 足す る必要 数 か ら逆 算 して決 め
て い る とい うこ とで 、 必 ず しも毎 年一 定 して い るわ けで
は ない。 した が って 多少 の 落 ちこぼ れ は あ るに して も、
卒 業予定 時 に大 巾 に その数 が狂 うと、 そ れ は単 に医 科 大
学 レベ ルの 問題 に と どま らず 、地 域 社 会 の医 療 を根 底 か
ら破 壊 す る大 きな社 会 問題 に まで発 展 して し ま うとい う
ことで あ った。 そ こで ヤ ボ な質 問 とは承 知 の 上 で、 い わ
ゆ る進 級 す る能 力 に欠 けて い る と判 断 され る学生 との 対
応 を どの よ うに して い るの か たず ね て み た。
▲ その 答 えの 第一 は医 学 生の 教 育 に はか な りの経 費 が か
かるの で 、留 年 者の 増 加 は国 家経 済 に 多大 の損 失 を与 え
るこ とに な る。 そ の よ うな学 生 は医 師 にな る素 質 に欠 け
て い る と判 断 され る。 第 二 に担 当教 官 と くに教授 の指 導
能 力 が厳 し く問 わ れ るの で 、教 育 に か な りの時 間 を さい
て い る こ と、第 三 に止 む を得 ず 留 年 に相 当す る学 生 が出
た場 合 には 、予 定 通 り進 級 卒 業 させ る が医 師 免許 証 は 与
えず 他 の 職業 に従 事 させ る な どで あ った。
▲ この よ うな考 え方 に基 づ くと、留 年 にな る学生 は 特殊
な場 合 を 除 い て まず あ り得 ない と い うこと に な り、 逆 に
なぜ その よ うな質 問 をす るの か と たず ね られ た。 い ろ い
ろ話 題 が 出 た あ とで最 も重 要 な問題 が どこ にあ るか と考
えて み ると、 それ は 明 らか に入学 希望 者 の 選抜 方 法 に あ
る よ うな 気 が した 。 日本 の 医科 大 学 と同様 に、 ソ連 に お
いて も定 員 を オー バ ーす る志 願者 数 が あ り、入 学許 可 の
判 定 に重 要 なポ イ ン トは基礎 科 目の能 力 と医師 にな る適
性 で あ る と い う。 その 中 には 当然 意欲 も含 まれて い る。
▲ 最近 我 が国 の 新聞 紙 上 を賑 わ して い るの は 、入 試 方法
の 改 善 す な わ ち選 抜 に関 す る足 切 りの 問題 で あ る。 こ れ
が受験 生 の負 担軽 減 にっ なが るの か そ れ とも新 しい不 安
を生 み出 す の か は今 後 の推 移 を また ね ば即断 で きな い。
しか しこ こで重 要 なの は 、入 試 方 法 の改 善 が入 学後 の 勉
学 意欲 と どの よ うに関 連 して くるか とい うことで あろ う。
▲ モ ス クワ滞 在 中 に、 いわ ゆ る受験 生 をもっ 同僚 研 究 者
が 日本 で は考 え られ ない 深刻 な悩 み を かか えて い た。 ソ
連 に お いて 高等 教 育 を うけ る こ とがで き るか、 で きない
かは 日本 とは異 質 な問題 を含 ん で い る よ うに思 わ れ る。
(生 理 学 第二 講座 教授)
窓外カットはShevchenkoOperaandBalletTheatre
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